
 

 

〒510-0295 三重県鈴鹿市稲生町7992  TEL（059）378-1111  FAX（059）378-4568  URL http://www.suzukacircuit.jp/ 

- 1/2 - 

２０１１年度 鈴鹿サーキットレーシングスクール フォーミュラ（ＳＲＳ－Ｆ） 

スカラシップ選考会を１１月１６日（水）に開催 
 

個性豊かな４人が鈴鹿からモータースポーツの頂点を目指す！ 
 

カート経験なし、元高校球児の陣川雄大も最終選考へ！! 
これまで数多くのトップドライバーを送り出してきたSRS-F（鈴鹿サーキットレーシングスクール フォーミュラ）の2011年度

スカラシップ選考会最終日を、11月16日(水)に開催いたします。高校球児から一転、卒業後モータースポーツカレッジへ、

そしてSRS-Fへと進んできた陣川雄大(21歳)。主だったレース経験がなくSRS-Fに入校、そこで一気に開花した松田敬裕

(22歳)。そしてカート出身ドライバーの松下信治(18歳)、黒崎駿(18歳)。計4名がスカラシップ選考会最終日に挑みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１１年度 ＳＲＳ-Ｆ スカラシップ選考会 受講生 
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18歳 

埼玉県さいたま市出身 
 

4歳でレーシングカートデビュー。2008年、

15歳でオープンマスターズカートARTA

チャレンジのチャンピオンに輝いた。2010

年は全日本カート選手権最高峰クラスの

スーパーKFでシリーズ3位を獲得している。 
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18歳 

福岡県宗像市出身 
 

鈴鹿サーキット国際南コースで腕を磨き、

鈴鹿選手権では2006年にJ-RMC、2008年

にRMCのチャンピオンを獲得。さらには

2010年もRMCを制覇と、これまでカートで

3度のタイトルを獲得している実力派。 
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21歳 

神奈川県川崎市出身 
 

高校までは硬式野球選手として活躍し、

モータースポーツの経験は全くなかった。

しかし、持ち前の運動神経はドライビング

にも生かされ、あっという間にフォーミュラ

カーのドライビングをマスター。遅咲きな

がらも今後の成長が楽しみな選手。 
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22歳 

香川県高松市出身 
 

過去に地元香川県で、いくつかのモーター

スポーツ競技への出場経験を持つが、こ

れまで主だったレース活動はない。しかし

SRS-Fへの入校をきっかけに一気に実力

が開花し、最終スカラシップ選考会まで進

んだ。 
 

2010年SRS-Fスカラシップ選考会最終日走行シーン 

スカラシップ獲得者は2012年ＦＣＪへ出場！ 

SRS-Fスカラシップ獲得者は、FCJ（フォーミュラチャレン

ジ・ジャパン）2012年シリーズへの参戦を予定しています。 
※スカラシップは、該当者がいない場合もございます 
 

■ＦＣＪとは 

「世界で通用する有能な若手ドライバーの発掘と育成」および

「日本のモータースポーツの裾野を広げ、将来を支える人材

の育成」を目的に開催されているワンメイクフォーミュラカー

レースです。 

2011.11.7 配信
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２０１１年度 ＳＲＳ-Ｆ スカラシップ選考会最終日 開催概要 
 

■日 時： 11月16日(水) 

最終日実技： ・練習走行 9:00～9:20 

 ・計測走行 9:40～9:55 10:05～10:20 

 ・第1ヒート 10:50～ 17周 

 ・第2ヒート 12:10～ 17周 

スカラシップ発表 15:00～ 

■会 場： ［最終日実技］：鈴鹿サーキット国際レーシングコース（フルコース） 

 ［スカラシップ発表］：鈴鹿サーキットコントロールタワー2Ｆ ブリーフィングルーム 

■参加者： SRS‐Fスカラシップ選考会現受講生4名(松下信治、黒崎駿、陣川雄大、松田敬裕) 

 2011年FCJ参戦ドライバー4名（元嶋佑弥、平峰一貴、清原章太、山田真之亮） 

中嶋悟校長、佐藤浩二主任講師、服部尚貴専任講師、田中哲也専任講師、金石勝智専任講師、 

小林崇志講師、野尻智紀講師 

※走行は受講生4名、FCJ参戦ドライバー4名、小林講師、野尻講師の計10名で行います。 
※参加者は予定です 

 

 

 

 

佐藤琢磨らに続け！頂点を目指す新鋭たちが、鈴鹿から世界へ羽ばたく 
1995年、世界に通用するレーシングドライバーの育成を目的とし、高性能フォーミュラカーを使用した、日本初の本格的

レーシングスクールとして産声を上げたSRS-F（鈴鹿サーキットレーシングスクール フォーミュラ）。これまでの16年間で、

F1で3位表彰台、インディカーレースでポール・ポジションを獲得するなど、世界の舞台で活躍する佐藤琢磨選手（97年）を

筆頭に、SUPER GTシリーズで2007年にチャンピオンを獲得した伊藤大輔選手（95年）。フォーミュラ・ニッポン史上初2年

連続チャンピオンを獲得した松田次生選手（97年）。2001年ドイツF3チャンピオンの金石年弘選手（97年）。F1ヴァージンレー

シングチームのリザーブドライバーを務める山本左近選手（00年）。SUPER GT、フォーミュラ・ニッポンの国内トップカテゴ

リーに参戦する伊沢拓也選手（02年）、塚越広大選手（04年）、中山友貴選手（05年）、小林崇志選手（05年）、山本尚貴選手

（06年）、中嶋大祐選手（06年）といった錚々たるトップドライバーたちを送り出しています。 

今年もプロフェッショナルな世界を目指す厳しさを教えるべく、体験スクール、ベーシックを経て、受講生8名にて3月に入校式

を行った「SRS-Fアドバンス」は、9月に4名の選抜者を決定して修了。引き続き「SRS-Fスカラシップ選考会」を実施してまいり

ました。その最終日の練習走行を11月16日（水）に行い、本年度のスカラシップ（奨学制度）獲得者を決定いたします。 


